
そ

ら

豆

 

       
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

栄

養

士

 
 

竹

原 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

塩

は

私

達

が

食

べ

物

を

美

味

し

く

食

べ

る

た

め

に

は

も

ち

ろ

ん

、

細

胞

外

液

の

浸

透

圧

の

調

節

な

ど

生

命

を

維

持

す

る

た

め

に

必

要

で

す

。

塩

は

塩

化

ナ

ト

リ

ウ

ム

と

い

わ

れN
a

C
l

と

書

く

こ

と

が

出

来

ま

す

。

減

塩

す

る

時

に

食

品

表

示

な

ど

で

注

意

す

る

ポ

イ

ン

ト

に

な

る

の

が

ナ

ト

リ

ウ

ム

（N
a

）

で

す

。

ナ

ト

リ

ウ

ム

は

私

達

の

体

内

で

は

骨

に

四

十

％

、

細

胞

外

液

に

五

十

％

、

細

胞

内

に

十

％

存

在

し

て

い

ま

す

。

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ち

な

み

に

ナ

ト

リ

ウ

ム

の

一

日

の

必

要

量

は

六

百

㎎

で

、

食

塩

に

換

算

す

る

と

約

一

．

五

ｇ

に

な

り

ま

す

。 

食

塩

一

．

五

ｇ

に

該

当

す

る

の

は

、

醤

油

大

さ

じ

半

分

（

七

．

五

㎖

）

や

中

く

ら

い

の

梅

干

し

一

個

で

す

。 

過

剰

に

摂

っ

た

ナ

ト

リ

ウ

ム

は

通

常

で

あ

れ

ば

腎

臓

で

調

節

さ

れ

、

そ

の

九

十

％

が

尿

と

一

緒

に

排

泄

さ

れ

、

体

内

へ

の

貯

留

を

防

い

で

い

ま

す

が

、

透

析

患

者

さ

ん

の

場

合

で

は

そ

れ

が

出

来

ず

に

体

内

の

留

ま

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

体

内

に

入

っ

た

ナ

ト

リ

ウ

ム

は

、

回

り

ま

わ

っ

て

血

管

内

に

入

っ

て

血

漿

ナ

ト

リ

ウ

ム

濃

度

を

上

げ

る

た

め

、

そ

れ

を

薄

め

よ

う

と

水

分

を

引

き

込

む

こ

と

に

な

り

ま

す

。

要

す

る

に

、

喉

が

渇

き

水

分

を

摂

っ

て

し

ま

い

ま

す

。

余

分

に

摂

っ

た

水

分

は

、

血

管

内

に

一

リ

ッ

ト

ル

く

ら

い

溜

め

ら

れ

ま

す

が

、

残

り

の

部

分

が

浮

腫

み

と

な

り

ま

す

。 

      

夏

場

は

汗

を

か

く

の

で

、

塩

分

と

水

分

の

補

給

を

促

す

こ

と

が

多

い

で

す

が

、

汗

の

塩

分

濃

度

は

０

～

０

．

五

％

で

す

。

簡

単

に

言

う

と

一

リ

ッ

ト

ル

の

汗

に

四

～

五

ｇ

程

度

の

塩

分

（

中

く

ら

い

の

梅

干

し

三

個

分

の

塩

分

）

が

含

ま

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

透

析

患

者

さ

ん

の

一

日

の

塩

分

摂

取

量

の

目

標

は

六

ｇ

未

満

で

す

。

こ

の

基

準

を

守

ら

れ

て

い

る

方

や

体

調

不

良

な

ど

で

食

事

量

が

少

な

く

な

っ

て

い

る

方

が

、

一

リ

ッ

ト

ル

以

上

の

汗

を

か

く

と

ナ

ト

リ

ウ

ム

不

足

に

な

る

可

能

性

が

高

く

な

っ

て

し

ま

い

ま

す

。 

普

段

か

ら

除

水

量

の

多

い

方

の

場

合

、

夏

場

は

少

し

だ

け

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

が

楽

に

な

る

と

考

え

た

方

が

良

い

で

し

ょ

う

。

も

ち

ろ

ん

汗

を

か

い

た

分

の

水

分

補

給

は

必

要

で

す

が

、

塩

分

補

給

は

あ

ま

り

積

極

的

に

は

し

な

く

て

も

良

い

と

思

わ

れ

ま

す

。 

夏

場

の

脱

水

予

防

と

し

て

は

、

日

頃

か

ら

小

ま

め

に

自

分

の

体

重

を

量

る

こ

と

と

、

水

分

量

を

計

測

で

き

る

入

れ

物

で

、

お

茶

や

水

を

手

元

に

置

き

、

自

分

が

ど

の

く

ら

い

飲

ん

だ

か

分

か

る

よ

う

に

し

て

お

く

こ

と

を

お

勧

め

し

ま

す

。 

 

今

年

も

猛

暑

が

予

想

さ

れ

て

お

り

ま

す

が

、

元

気

に

夏

を

乗

り

切

り

ま

し

ょ

う

。 

  

  

災

害

伝

言

災

害

伝

言

災

害

伝

言

災

害

伝

言

ダ

イ

ヤ

ル

ダ

イ

ヤ

ル

ダ

イ

ヤ

ル

ダ

イ

ヤ

ル

１

７

１

１

７

１

１

７

１

１

７

１

の

利

用

の

仕

方

を

お

知

ら

せ

し

ま

す

。 

す

で

に

知

っ

て

い

る

方

、

ご

利

用

さ

れ

た

事

の

あ

る

患

者

様

も

い

る

か

と

思

い

ま

す

が

、

被

災

地

域

内

と

他

の

地

域

を

結

ぶ

声

の

伝

言

板

で

す

。 

被

災

地

の

方

が

録

音

し

た

安

否

な

ど

に

関

す

る

情

報

を

他

の

地

域

の

方

が

お

聞

き

い

た

だ

け

る

ほ

か

、

他

の

地

域

の

方

か

ら

被

災

地

の

方

へ

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

送

る

こ

と

も

可

能

で

す

。

 

「

１

７

１

」

を

ダ

イ

ヤ

ル

し

、

利

用

ガ

イ

ダ

ン

ス

に

従

っ

て

伝

言

の

録

音

、

再

生

を

行

っ

て

下

さ

い

。 
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そ

ら

豆

は

 

空

に

向

か

っ

て

 

豆

が

な

り

ま

す

。

ま

た

 

腎

臓

の

形

は

 

そ

ら

豆

に

似

て

い

ま

す

。

皆

様

の

 

気

持

ち

も

 

上

を

向

き

ま

す

よ

う

に

…

 

 □1 □7 □1  

▼ガイダンスが流れます□1  

▼ガイダンスが流れます 

  (暗証番号を利用する 

録音は□3 ) 

被災地の方は自宅の電話番号 

被災地以外の方は被災地の方

の電話番号 

(録音は３０秒以内で) 

□1 □7 □1  

▼ガイダンスが流れます□2   

▼ガイダンスが流れます 

   (暗証番号を利用する 

再生は□4 ) 

被災地の方は自宅の電話番号 

被災地以外の方は被災地の方

の電話番号 

 

 

伝言の録音方法 伝言の再生方法 



  

 

毎

月

毎

月

毎

月

毎

月

一一一一

日日日日

及

び

一

五

日

一

五

日

一

五

日

一

五

日

 
 
 

００００

：：：：

０

０

０

０

０

０

０

０

～～～～

二

四

二

四

二

四

二

四

：：：：

０

０

０

０

０

０

０

０ 

正

月

正

月

正

月

正

月

三三三三

がががが

日日日日

、

防

災

週

間

防

災

週

間

防

災

週

間

防

災

週

間(

八

月

三

〇

日

～

九

月

五

日) 

防

災

防

災

防

災

防

災

と

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

と

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

と

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

と

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

週

間

週

間

週

間

週

間(

一

月

一

五

日

～

一

月

二

一

日) 

 

災

害

時

災

害

時

災

害

時

災

害

時

にににに

備備備備

え

て

え

て

え

て

え

て

利

用

方

法

利

用

方

法

利

用

方

法

利

用

方

法

をををを

体

験

体

験

体

験

体

験

しししし

ま

し

ょ

う

ま

し

ょ

う

ま

し

ょ

う

ま

し

ょ

う    

★

通

話

料

は

発

生

し

ま

す 

★

災

害

時

は

固

定

電

話

や

携

帯

電

話

に

規

制

が

か

か

る

た

め

公

衆

電

話

を

お

す

す

め

し

ま

す

。

現

在

は

公

衆

電

話

が

少

な

く

な

っ

て

い

る

の

で

、

日

頃

か

ら

公

衆

電

話

の

場

所

を

確

認

し

て

お

き

ま

し

ょ

う

。 

 

当

院

で

も

強

い

地

震

発

生

後

「

透

析

可

能

か

否

か

」

等

の

情

報

を

流

す

予

定

で

す

。

伝

言

ダ

イ

ヤ

ル

再

生

時

の

当

院

の

電

話

番

号

は

、

後

日

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

で

お

知

ら

せ

し

ま

す

。 

 

★

災

害

発

生

時

の

避

難

に

備

え

、

す

ぐ

に

す

ぐ

に

す

ぐ

に

す

ぐ

に

履履履履

け

て

け

て

け

て

け

て

動動動動

き

や

す

き

や

す

き

や

す

き

や

す

いいいい

靴靴靴靴

で

の

入

室

を

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

脱

げ

や

す

い

ス

リ

ッ

パ

や

、

歩

き

に

く

い

ハ

イ

ヒ

ー

ル

等

は

避

け

て

下

さ

い

。 

       
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

看

護

研

究

メ

ン

バ

ー

よ

り 

  

バ

ス

キ

ュ

ラ

ー

ア

ク

セ

ス

の

歴

史

的

変

遷

 
 

一

．

外

シ

ャ

ン

ト

 
 
 

 
 

（1
9

6
0

） 

 
 

二

．

カ

テ

ー

テ

ル

留

置

法

 
 

（1
9

6
1

） 

 
 

三

．

内

シ

ャ

ン

ト

 
 
 

 
 

（1
9

6
6

） 

 
 

四

．

人

工

血

管

の

登

場

 
 

 

（1
9

7
2

） 

 
 

五

．

動

脈

表

在

化

法

 
 

 
 

（1
9

7
0

） 

 
 

六

．

血

管

内

カ

テ

ー

テ

ル

留

置

法

の

再

登

場

 

（1
9

8
0

）

 

 
 

七

．

バ

ス

キ

ュ

ラ

ー

ア

ク

セ

ス

修

復

法

の

変

化

（1
9

8
1

）

 

 

（

日

本

に

お

い

て

は

ブ

ラ

ッ

ド

ア

ク

セ

ス

と

い

う

言

葉

が

広

く

用

い

ら

れ

て

き

た

が

、

ア

メ

リ

カ

、

カ

ナ

ダ

、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

が

す

べ

て

バ

ス

キ

ュ

ラ

ー

ア

ク

セ

ス

と

い

う

言

葉

を

用

い

て

い

る

。2
0

0
5

.V
A

.

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

）

 

 
1966

年
に
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
掲
載
さ
れ
た

「
Chronic 

hem
odialysis 

using 
venipuncture 

and 
a 

surgically created arteriovenous fistula

」
が
内
シ
ャ
ン
ト
の

幕
開
け
と
な
り
ま
す
。
こ
の
シ
ャ
ン
ト
は
筆
者
で
あ
る
ブ
レ
シ
ア
と
チ

ミ
ノ
の
名
を
と
っ
て
、
当
時
は
ブ
レ
シ
ア
・チ
ミ
ノ
シ
ャ
ン
ト
（ま
た

は
単
に
チ
ミ
ノ
シ
ャ
ン
ト
）
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。チ
ミ
ノ
は
学
生
時
代
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
輸
血
セ
ン
タ
ー
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
に
上

肢
の
静
脈
に

12

-

16G

の
穿
刺
針
を
挿
入
し
、
上
腕
部
を
タ
ー
ニ
ケ
ッ

ト
で
間
歇
的
に
駆
血
す
る
こ
と
で
透
析
が
行
え
る
こ
と
気
づ
い
て
い

ま
し
た
。
こ
の
経
験
と
先
ほ
ど
の
ス
ク
リ
ブ
ナ
ー
の
考
案
し
た
外
シ
ャ

ン
ト
が
結
実
し
た
も
の
が
、
内
シ
ャ
ン
ト
で
し
た
。
こ
れ
は
、
動
脈
と

静
脈
を
直
接
体
内
で
吻
合
し
て
、
吻
合
後
し
ば
ら
く
す
る
と
、
静
脈
に

動
脈
血
を
直
接
流
入
さ
せ
る
も
の
で
す
。
静
脈
に
は

10
倍
か
ら

20

倍
の
血
流
が
流
れ
る
た
め
、
そ
こ
に
脱
血
用
と
返
血
用
の

2
本
の
針
を

穿
刺
し
て
透
析
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ス
ク
リ
ブ
ナ
ー
の
外
シ
ャ

ン
ト
と
比
べ
る
と
血
栓
形
成
が
少
な
く
、
次
第
に
バ
ス
キ
ュ
ラ
ー
ア
ク

セ
ス
の
主
流
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

 
 

 
 

 

透

析

患

者

さ

ん

に

と

っ

て

シ

ャ

ン

ト

は

命

の

次

に

大

事

と

言

っ

て

も

過

言

で

は

な

い

と

さ

れ

て

い

ま

す

の

で

自

己

管

理

の

お

話

を

し

ま

し

ょ

う

。 

ま

ず

、

自

分

の

バ

ス

キ

ュ

ラ

ー

ア

ク

セ

ス

バ

ス

キ

ュ

ラ

ー

ア

ク

セ

ス

バ

ス

キ

ュ

ラ

ー

ア

ク

セ

ス

バ

ス

キ

ュ

ラ

ー

ア

ク

セ

ス

が

何

か

を

知

っ

て

お

こ

う

。

内内内内

シ

ャ

ン

ト

シ

ャ

ン

ト

シ

ャ

ン

ト

シ

ャ

ン

ト

・

動

脈

表

在

化

動

脈

表

在

化

動

脈

表

在

化

動

脈

表

在

化

・

人

工

血

管

人

工

血

管

人

工

血

管

人

工

血

管

シ

ャ

シ

ャ

シ

ャ

シ

ャ

ン

ト

ン

ト

ン

ト

ン

ト

・

ジ

ャ

ン
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そ

の

他

（

九

十

％
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上

の

患

者

さ

ん

の

内内内内

シ

ャ

ン

シ

ャ

ン

シ

ャ

ン

シ

ャ

ン
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を
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話

し

し

ま

す

） 

理

想

的

な

シ

ャ

ン

ト

（

バ

ス

キ

ュ

ラ

ー

ア

ク

セ

ス

）

 

●

一

分

間

に

約

２

０

０

～

３

０

０m
l

の

血

流

が

確

保

可

能 

●

穿

刺

が

容

易

で

あ

る 

●

透

析

時

に

再

循

環

が

低

い 

●

止

血

が

容

易

で

あ

る 

●

心

臓

へ

の

負

担

が

少

な

い 

●

長

期

的

展

望

に

た

っ

て

、

ど

の

部

位

に

作

る

か

決

め

る 

穿

刺

場

所

は

毎

回

変

え

る

（

左

の

写

真

を

参

考

） 

上

の

写

真

は

場

所

を

変

え

て

同

じ

と

こ

ろ

に

穿

刺

し

て

い

た

。

「

変

え

る

」

と

は

、

下

の

写

真

よ

う

に

針

を

指

す

場

所

を

、

毎

回

変

更

す

る

。

（

ス

タ

ッ

フ

側

の

問

題

で

も

あ

る

）
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